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審査意見への対応を記載した書類（７月） 

 

 

 

（目次）情報データ科学部 情報データ科学科 

 

 

【教育課程等に関する意見】 

１．「上級生によるサポート体制を充実」と記載があるが、何年次の学生を想定してい

るのか説明すること。また、学年進行前は当該学部学科において上級生がいないと思

われるが、どのようにサポートするのか説明すること。（意見１）・・・・・・・１ 

 

 

２．数学解析系の習熟度クラス分けについて、何年次にいつどのようにクラス分け  

を行うのか具体的に説明するとともに、設置の趣旨等を記載した書類に追記すること。 

（意見２）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

 

３．教育課程において、インフォメーションサイエンスコースでは、「データ構造とア

ルゴリズム」を受講することができるようになっているが、データサイエンスコース

においても基本的なデータ構造やアルゴリズムについての知識を習得させることは

重要であるため、データサイエンスコースでも受講できるようにした方が良いと考え

られる。 

そのため、科目設定の考え方について妥当性を説明するか、データサイエンスコ

ースでも受講できるように改めること。（意見３）・・・・・・・・・・・・・・７ 

 

 

【その他意見】 

４．アドミッションポリシーの「①情報の収集、伝達、整理・分析、加工・提示に関す

る基礎的な知識又は技能を有する。」について、一般入試で受験する学生については、

どのように確認するのか説明をすること。（意見４）・・・・・・・・・・・・・９ 
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（意見１）情報データ科学部 情報データ科学科 

 

１．「上級生によるサポート体制を充実」と記載があるが、何年次の学生を想定して

いるのか説明すること。また、学年進行前は当該学部学科において上級生がいない

と思われるが、どのようにサポートするのか説明すること。 

（対応） 

数学の習熟度が低い学生のサポートを行う上級生は、４年次生を想定している。 

なお、令和４年度までは４年次生がいないため、工学部工学科情報工学コースの４年

次生がサポートを行う。 

サポート体制として、教員を責任者とする「数学の学習に関する相談窓口」を授業時

間外に設置する。当該窓口に４年次生をスチューデント・アシスタント（SA）として配

置し、SA及び教員が基礎数学科目の指導助言を行う。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（13～14 ページ） 

新 旧 

第一段階：専門知識修得に不可欠な基

礎を学ぶ 

専門知識修得に不可欠な基礎を身につ

けさせるため、１年次はどちらのコース

にも属さず、全員が必修科目として基礎

数学（線形代数学、微分積分学、確率・統

計及び数理・データサイエンス）、コンピ

ュータ科学（コンピュータ入門、論理回

路、プログラミング概論並びに同演習、及

び情報ネットワーク）を履修する。なお、

インフォメーションサイエンスコースで

はＣ言語を、データサイエンスコースで

はパイソン（Python）を主に用いるため、

基本プログラミング言語として学ぶ。 

なお、数学の習熟度が低い学生に対し

ては、授業外における教員による補習授

業の実施のほか、上級生によるサポート

体制を充実する。 

具体的には、入学時に、センター試験・

個別学力試験の数学の成績下位者 、推薦

入試入学者のうち数学Ⅲ未履修者、及び

外国人留学生を「数学の習熟度が十分で

ない者」としてグループ分けを行う。 

当該グループの学生を対象とし、「数学

ディベロップメンタルⅠ（前期）」及び「数

学ディベロップメンタルⅡ（後期）」を所

定単位外の科目として開講し、情報デー

タ科学部の教員が、微分積分学Ⅰ、Ⅱの講

義に並行して補講的授業を行う。 

なお、「数学ディベロップメンタルⅠ

（前期）」及び「数学ディベロップメンタ

ルⅡ（後期）」の受講者は 40 人程度を想

定しており、過年度生や希望者も受講可

第一段階：専門知識修得に不可欠な基

礎を学ぶ 

専門知識修得に不可欠な基礎を身につ

けさせるため、１年次はどちらのコース

にも属さず、全員が必修科目として基礎

数学（線形代数学、微分積分学、確率・統

計及び数理・データサイエンス）、コンピ

ュータ科学（コンピュータ入門、論理回

路、プログラミング概論並びに同演習、及

び情報ネットワーク）を履修する。なお、

インフォメーションサイエンスコースで

はＣ言語を、データサイエンスコースで

はパイソン（Python）を主に用いるため、

基本プログラミング言語として学ぶ。 

なお、数学の習熟度が低い学生に対して

は、授業外における教員による補習授業

の実施のほか、上級生によるサポート体

制を充実する。 
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とする。 

加えて、微分積分学Ⅰ、Ⅱ以外の基礎数

学科目に対する上級生によるサポート体

制として、数学の学習に関する相談窓口

を授業時間外に設置する。教員が窓口の

責任者を務め、４年次生をスチューデン

ト・アシスタント（SA）として雇用し、両

者で基礎数学科目の指導助言に対応す

る。なお、令和４年度までは４年次生がい

ないため、工学部工学科情報工学コース

の４年次生が SAを担当する。 

また、コミュニケーション科目として

全学年、通期で開講する「実社会課題解決

プロジェクト」は、与えられた課題に対す

る解決策を学生、教員及び現場で働く企

業等の社員がともに検討する PBL 型授業

として開講する。なお、学年ごとにＡから

Ｄの科目を設定しているが、これは「学年

ごとに授業内容が異なる」ものではなく、

「学年ごとに、学生が担当する役割・課

題」の重みに違いを設け、全学生が分担

し、企業等が抱える課題を解決していく

プロセスを学ぶものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、コミュニケーション科目として

全学年、通期で開講する「実社会課題解決

プロジェクト」は、与えられた課題に対す

る解決策を学生、教員及び現場で働く企

業等の社員がともに検討する PBL 型授業

として開講する。なお、学年ごとにＡから

Ｄの科目を設定しているが、これは「学年

ごとに授業内容が異なる」ものではなく、

「学年ごとに、学生が担当する役割・課

題」の重みに違いを設け、全学生が分担

し、企業等が抱える課題を解決していく

プロセスを学ぶものである。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（25～27 ページ） 

新 旧 

（２）授業方法、学生数及び配当年次の考

え方【再掲：資料２、資料 1-3、資料３】 

②専門教育科目（共通科目） 

（ア）基礎数学（１年次 必修 4 単位、

選択なし） 

各コースの専門科目を理解するうえで

必要不可欠となるものであるため、学部

モジュール科目と合わせて基礎数学の科

目群とし、必修科目として履修させる。な

お、個別学力試験において数学Ⅲを課さ

ない推薦入試及び外国人留学生入試で入

学する学生の中には、履修に必要な基礎

知識を備えていない者がいる可能性があ

るため、数学解析系の科目においては、授

業外における教員による補習授業の実施

のほか、上級生によるサポート体制を充

実し、基礎学習の段階で学生が学習意欲

を失うことがないよう十分配慮する。 

具体的には、入学時に、センター試験・

個別学力試験の数学の成績下位者 、推薦

入試入学者のうち数学Ⅲ未履修者、及び

外国人留学生を「数学の習熟度が十分で

ない者」としてグループ分けを行う。 

（２）授業方法、学生数及び配当年次の考

え方 

②専門教育科目（共通科目） 

（ア）基礎数学（１年次 必修 4 単位、

選択なし） 

各コースの専門科目を理解するうえで必

要不可欠となるものであるため、学部モ

ジュール科目と合わせて基礎数学の科目

群とし、必修科目として履修させる。な

お、個別学力試験において数学Ⅲを課さ

ない推薦入試及び外国人留学生入試で入

学する学生の中には、履修に必要な基礎

知識を備えていない者がいる可能性があ

るため、数学解析系の科目においては、授

業外における教員による補習授業の実施

のほか、上級生によるサポート体制を充

実し、基礎学習の段階で学生が学習意欲

を失うことがないよう十分配慮する。 
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当該グループの学生を対象とし、「数学

ディベロップメンタルⅠ（前期）」及び「数

学ディベロップメンタルⅡ（後期）」を所

定単位外の科目として開講し、情報デー

タ科学部の教員が、微分積分学Ⅰ、Ⅱの講

義に並行して補講的授業を行う。 

なお、「数学ディベロップメンタルⅠ

（前期）」及び「数学ディベロップメンタ

ルⅡ（後期）」の受講者は 40 人程度を想

定しており、過年度生や希望者も受講可

とする。 

加えて、微分積分学Ⅰ、Ⅱ以外の基礎数

学科目に対する上級生によるサポート体

制として、数学の学習に関する相談窓口

を授業時間外に設置する。教員が窓口の

責任者を務め、４年次生をスチューデン

ト・アシスタント（SA）として雇用し、両

者で基礎数学科目の指導助言に対応す

る。なお、令和４年度までは４年次生がい

ないため、工学部工学科情報工学コース

の４年次生が SAを担当する。 
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（意見２）情報データ科学部 情報データ科学科 

 

２．数学解析系の習熟度クラス分けについて、何年次にいつどのようにクラス分け  

を行うのか具体的に説明するとともに、設置の趣旨等を記載した書類に追記するこ

と。 

（対応） 

情報データ科学部で一年次生向けに開講される基礎数学を学習するには、特に微分積

分学Ⅰ、Ⅱが重要である。そこで、入学時に、センター試験・個別学力試験の数学の成

績下位者、推薦入試入学者のうち数学Ⅲ未履修者、及び外国人留学生を「数学の習熟度

が十分でない者」としてグループ分けを行う。 

当該グループの学生を対象として、「数学ディベロップメンタルⅠ（前期）」及び「数

学ディベロップメンタルⅡ（後期）」を所定単位外の科目として開講し、情報データ科

学部の教員が、微分積分学Ⅰ、Ⅱの講義に並行して補講的授業を行う。 

なお、「数学ディベロップメンタルⅠ（前期）」及び「数学ディベロップメンタルⅡ（後

期）」の受講者は 40 人程度を想定しており、希望者や過年度生も受講可とする。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（13～14 ページ） 

新 旧 

第一段階：専門知識修得に不可欠な基

礎を学ぶ 

専門知識修得に不可欠な基礎を身につ

けさせるため、１年次はどちらのコース

にも属さず、全員が必修科目として基礎

数学（線形代数学、微分積分学、確率・統

計及び数理・データサイエンス）、コンピ

ュータ科学（コンピュータ入門、論理回

路、プログラミング概論並びに同演習、及

び情報ネットワーク）を履修する。なお、

インフォメーションサイエンスコースで

はＣ言語を、データサイエンスコースで

はパイソン（Python）を主に用いるため、

基本プログラミング言語として学ぶ。 

なお、数学の習熟度が低い学生に対し

ては、授業外における教員による補習授

業の実施のほか、上級生によるサポート

体制を充実する。 

具体的には、入学時に、センター試験・

個別学力試験の数学の成績下位者 、推薦

入試入学者のうち数学Ⅲ未履修者、及び

外国人留学生を「数学の習熟度が十分で

ない者」としてグループ分けを行う。 

当該グループの学生を対象とし、「数学

ディベロップメンタルⅠ（前期）」及び「数

学ディベロップメンタルⅡ（後期）」を所

定単位外の科目として開講し、情報デー

タ科学部の教員が、微分積分学Ⅰ、Ⅱの講

義に並行して補講的授業を行う。 

なお、「数学ディベロップメンタルⅠ

（前期）」及び「数学ディベロップメンタ

第一段階：専門知識修得に不可欠な基

礎を学ぶ 

専門知識修得に不可欠な基礎を身につ

けさせるため、１年次はどちらのコース

にも属さず、全員が必修科目として基礎

数学（線形代数学、微分積分学、確率・統

計及び数理・データサイエンス）、コンピ

ュータ科学（コンピュータ入門、論理回

路、プログラミング概論並びに同演習、及

び情報ネットワーク）を履修する。なお、

インフォメーションサイエンスコースで

はＣ言語を、データサイエンスコースで

はパイソン（Python）を主に用いるため、

基本プログラミング言語として学ぶ。 

なお、数学の習熟度が低い学生に対して

は、授業外における教員による補習授業

の実施のほか、上級生によるサポート体

制を充実する。 
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ルⅡ（後期）」の受講者は 40 人程度を想

定しており、過年度生や希望者も受講可

とする。 

加えて、微分積分学Ⅰ、Ⅱ以外の基礎数

学科目に対する上級生によるサポート体

制として、数学の学習に関する相談窓口

を授業時間外に設置する。教員が窓口の

責任者を務め、４年次生をスチューデン

ト・アシスタント（SA）として雇用し、両

者で基礎数学科目の指導助言に対応す

る。なお、令和４年度までは４年次生がい

ないため、工学部工学科情報工学コース

の４年次生が SAを担当する。 

また、コミュニケーション科目として

全学年、通期で開講する「実社会課題解決

プロジェクト」は、与えられた課題に対す

る解決策を学生、教員及び現場で働く企

業等の社員がともに検討する PBL 型授業

として開講する。なお、学年ごとにＡから

Ｄの科目を設定しているが、これは「学年

ごとに授業内容が異なる」ものではなく、

「学年ごとに、学生が担当する役割・課

題」の重みに違いを設け、全学生が分担

し、企業等が抱える課題を解決していく

プロセスを学ぶものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、コミュニケーション科目として

全学年、通期で開講する「実社会課題解決

プロジェクト」は、与えられた課題に対す

る解決策を学生、教員及び現場で働く企

業等の社員がともに検討する PBL 型授業

として開講する。なお、学年ごとにＡから

Ｄの科目を設定しているが、これは「学年

ごとに授業内容が異なる」ものではなく、

「学年ごとに、学生が担当する役割・課

題」の重みに違いを設け、全学生が分担

し、企業等が抱える課題を解決していく

プロセスを学ぶものである。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（25～27 ページ） 

新 旧 

（２）授業方法、学生数及び配当年次の考

え方【再掲：資料２、資料 1-3、資料３】 

②専門教育科目（共通科目） 

（ア）基礎数学（１年次 必修 4 単位、

選択なし） 

各コースの専門科目を理解するうえで

必要不可欠となるものであるため、学部

モジュール科目と合わせて基礎数学の科

目群とし、必修科目として履修させる。な

お、個別学力試験において数学Ⅲを課さ

ない推薦入試及び外国人留学生入試で入

学する学生の中には、履修に必要な基礎

知識を備えていない者がいる可能性があ

るため、数学解析系の科目においては、授

業外における教員による補習授業の実施

のほか、上級生によるサポート体制を充

実し、基礎学習の段階で学生が学習意欲

を失うことがないよう十分配慮する。 

具体的には、入学時に、センター試験・

個別学力試験の数学の成績下位者 、推薦

入試入学者のうち数学Ⅲ未履修者、及び

（２）授業方法、学生数及び配当年次の考

え方 

②専門教育科目（共通科目） 

（ア）基礎数学（１年次 必修 4 単位、

選択なし） 

各コースの専門科目を理解するうえで必

要不可欠となるものであるため、学部モ

ジュール科目と合わせて基礎数学の科目

群とし、必修科目として履修させる。な

お、個別学力試験において数学Ⅲを課さ

ない推薦入試及び外国人留学生入試で入

学する学生の中には、履修に必要な基礎

知識を備えていない者がいる可能性があ

るため、数学解析系の科目においては、授

業外における教員による補習授業の実施

のほか、上級生によるサポート体制を充

実し、基礎学習の段階で学生が学習意欲

を失うことがないよう十分配慮する。 
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外国人留学生を「数学の習熟度が十分で

ない者」としてグループ分けを行う。 

当該グループの学生を対象とし、「数学

ディベロップメンタルⅠ（前期）」及び「数

学ディベロップメンタルⅡ（後期）」を所

定単位外の科目として開講し、情報デー

タ科学部の教員が、微分積分学Ⅰ、Ⅱの講

義に並行して補講的授業を行う。 

なお、「数学ディベロップメンタルⅠ

（前期）」及び「数学ディベロップメンタ

ルⅡ（後期）」の受講者は 40 人程度を想

定しており、過年度生や希望者も受講可

とする。 

加えて、微分積分学Ⅰ、Ⅱ以外の基礎数

学科目に対する上級生によるサポート体

制として、数学の学習に関する相談窓口

を授業時間外に設置する。教員が窓口の

責任者を務め、４年次生をスチューデン

ト・アシスタント（SA）として雇用し、両

者で基礎数学科目の指導助言に対応す

る。なお、令和４年度までは４年次生がい

ないため、工学部工学科情報工学コース

の４年次生が SAを担当する。 
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（意見３）情報データ科学部 情報データ科学科 

 

３．教育課程において、インフォメーションサイエンスコースでは、「データ構造と

アルゴリズム」を受講することができるようになっているが、データサイエンスコ

ースにおいても基本的なデータ構造やアルゴリズムについての知識を習得させる

ことは重要であるため、データサイエンスコースでも受講できるようにした方が良

いと考えられる。 

そのため、科目設定の考え方について妥当性を説明するか、データサイエンスコ

ースでも受講できるように改めること。 

（対応） 

本学部のカリキュラムは、所属コースに関わらず、学生が興味・関心のある科目を選

択し履修することができる編成としているため、データサイエンスコースの学生は、選

択科目として「データ構造とアルゴリズム」を受講することができる。 

例えば、インフォメーションサイエンスコースの学生が、Ｃ言語で構築したプログラ

ムを医療分野に応用展開したいと考える場合は、データサイエンスコースの医療・生命

情報学を選択科目として履修し知見を広げることができる。また、データサイエンスコ

ースの学生が、より専門的にプログラミングを修得したいと考える場合は、インフォメ

ーションサイエンスコースのプログラミング演習Ⅲ、プログラミング演習Ⅳ及びデータ

構造とアルゴリズムなどの一連の科目を選択科目として履修することができる。 

なお、「データ構造とアルゴリズム」は、Ｃ言語を学習する「プログラミング演習Ⅲ」

と連携し、動的なメモリ確保やポインタを介したメモリアクセスを陽に行うプログラミ

ング言語によるデータ構造やアルゴリズムの実装法に重点を置いた科目である。一方、

データサイエンスコースでは連想配列などの基本データ構造やそれらに対する整列処

理などがあらかじめ言語仕様に含まれる Python をプログラミング言語として学習し、

基本データ構造やアルゴリズムの実装法よりも利用法の習熟に重点を置いた「基礎デー

タ分析演習」「応用データ分析演習」「ビッグデータ分析演習」等の演習科目を必修とし

ていることから、「データ構造とアルゴリズム」は選択科目としている。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（31ページ） 

新 旧 

（２）授業方法、学生数及び配当年次の考

え方【再掲：資料２、資料 1-3、資料３】 

③専門教育科目（両コース共通） 

以下の専門教育科目において、インフ

ォメーションサイエンスコースでは IoT

分野及び SE 分野に共通の知識・技術とし

て修得すべき科目を、データサイエンス

コースでは、ビッグデータ処理・統計手法

の知識・技術を用いて、医療・生命分野あ

るいは社会・観光分野への応用展開を行

うための科目を中心に配置している。そ

のため、コースごとに必修・選択科目は異

なるが、前述「３ 学部・学科名称及び学

位の名称」の項でも述べたとおり、情報科

学またはデータ科学のどちらかの学問領

域に軸足を持ちつつ、双方の学問領域に

精通させることで、これまでにない新た

な価値を創造しうる人財養成を実現する

ため、本学部のカリキュラムは、所属コー

（２）授業方法、学生数及び配当年次の考

え方 

③専門教育科目（両コース共通） 
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スに関わらず、学生が興味・関心のある科

目を選択し履修することができる編成と

している。 

例えば、インフォメーションサイエン

スコースの学生が、Ｃ言語で構築したプ

ログラムを医療分野に応用展開したいと

考える場合は、データサイエンスコース

の「医療・生命情報学Ⅰ～Ⅲ」を選択科目

として履修し知見を広げることができ

る。また、データサイエンスコースの学生

が、より専門的にプログラミングを修得

したいと考える場合は、インフォメーシ

ョンサイエンスコースの「プログラミン

グ演習Ⅲ・Ⅳ」及び「データ構造とアルゴ

リズム」などの一連の科目を選択科目と

して履修することができる。 

（ア）情報セキュリティ系（２～３年次、

インフォメーションサイエンスコース必

修２単位、選択５単位） 

以下省略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）情報セキュリティ系（２～３年次、

インフォメーションサイエンスコース必

修２単位、選択５単位） 

同左 
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（意見４）情報データ科学部 情報データ科学科 

 

４．アドミッションポリシーの「①情報の収集、伝達、整理・分析、加工・提示に関

する基礎的な知識又は技能を有する。」について、一般入試で受験する学生につい

ては、どのように確認するのか説明をすること。 

（対応） 

一般入試ではセンター試験および個別学力試験それぞれの数学で、「データの分析」、

「場合の数と確率」の単元を含む数学 I、数学 Aをともに課し、情報系の基礎知識を確

認する。また総合的な情報系の基礎知識は理数系科目の成績で評価する。そのため一般

入試において、数学及び理科の配点割合を高くしている（前期日程は総合点 1,300 点満

点のうち数学及び理科合計 900 点、後期日程は総合点 800 点満点のうち 600 点が数学及

び理科の科目）。加えて、個別学力試験の数学の出題範囲で、数学Ｂの「確率分布と統

計的な推測」の分野を前期日程、後期日程ともに選択問題として出題し、基礎知識を確

認するための配慮を行っている。 

加えて、調査書により、高等学校で必修となっている「社会と情報」又は「情報の科

学」の履修状況を確認する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（47～48 ページ） 

新 旧 

（２）情報データ科学部のアドミッショ

ンポリシー 

本学部は、既存の情報工学分野の教育

研究組織を核として、新たにデータサイ

エンスリソースを加え、インフォメーシ

ョンサイエンスとデータサイエンスに精

通した人財を養成する学部であるため、

人財養成においてその基盤となる理数系

学力またはその素養、及び情報科学やデ

ータ科学への興味・関心を測ることとし

ている。 

以上の理念・考え方を踏まえ、本学部で

は、数理・データサイエンスを学ぶための

基礎学力、またはその素養を持ち、当該分

野に関心があり、様々な分野への探究心

を持つ学生として、以下の資質と能力を

求めるアドミッションポリシーを定め

る。 

①情報の収集、伝達、整理・分析、加

工・提示に関する基礎的な知識また

は技能を有する。 

②専門的な学修に必要となる高校程度

の数学、理科及び英語の基礎学力を

有し、科学的な思考・判断・表現に

応用できる。   

③知識とデータに基づく推論がさまざ

まな課題解決や新たな価値の創出に

活かされることを理解している。  

④自ら学びを深めようとする姿勢と行

動力を備え、多様な人々と協力して

（２）情報データ科学部のアドミッショ

ンポリシー 

本学部は、既存の情報工学分野の教育

研究組織を核として、新たにデータサイ

エンスリソースを加え、インフォメーシ

ョンサイエンスとデータサイエンスに精

通した人財を養成する学部であるため、

人財養成においてその基盤となる理数系

学力またはその素養、及び情報科学やデ

ータ科学への興味・関心を測ることとし

ている。 

以上の理念・考え方を踏まえ、本学部で

は、数理・データサイエンスを学ぶための

基礎学力、またはその素養を持ち、当該分

野に関心があり、様々な分野への探究心

を持つ学生として、以下の資質と能力を

求めるアドミッションポリシーを定め

る。 

①情報の収集、伝達、整理・分析、加

工・提示に関する基礎的な知識また

は技能を有する。 

②専門的な学修に必要となる高校程度

の数学、理科及び英語の基礎学力を

有し、科学的な思考・判断・表現に

応用できる。   

③知識とデータに基づく推論がさまざ

まな課題解決や新たな価値の創出に

活かされることを理解している。  

④自ら学びを深めようとする姿勢と行

動力を備え、多様な人々と協力して



10 

文系・理系の枠を超えた課題に取り

組める。 

高校生は、高等学校において情報科目

「社会と情報」または「情報の科学」を

必修科目として履修する。これらの科目

においては、数学Ⅰおよび数学Ａの基礎

知識が要求される。また、情報の収集か

ら提示までの一連の過程における基礎的

な知識または技能の有無は、理数系分野

の素養で測ることができるため、本学部

では、センター試験及び個別学力試験に

おける数学と理科の配点割合を前期試験

で約 70％、後期試験で約 75％とし、情

報科学・データ科学を学ぶための基礎学

力を評価するとともに、調査書において

高等学校における情報科目の履修状況を

確認する。 

加えて、「数学」は本学部の科目履修

においても特に重要であるため、前期試

験、後期試験ともに数学Ⅲを課し基礎知

識を問う。数学Ⅲを履修していない学生

が受験する推薦入試及び外国人留学生入

試においては、課題作文、小テストまた

は面接（口述試験）で評価する。 

文系・理系の枠を超えた課題に取り

組める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、「数学」は本学部の科目履修にお

いて特に重要であるため、入学者選抜試

験においては、前期試験、後期試験ともに

数学Ⅲを課し基礎知識を問うが、数学Ⅲ

を履修していない学生が受験する推薦入

試及び外国人留学生入試においては、課

題作文、小テストまたは面接（口述試験）

で評価する。 

 


